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東京大学の学生における
SDGsに関する意識調査アンケートの結果

UT Sustainability(TSCP学生委員会)
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UT Sustainabilityとは
東京大学が主なキャンパスで１年に排出する二酸化炭素の量（ 13万6000

トン）は、3万8000人が日本で１年暮らした時の二酸化炭素排出量に匹敵し
ます。 TSCP（UTokyo Sustainable Campus Project）はこれまで、「エネ
ルギー消費の削減と研究・教育活動の推進を両立する」ことを使命として、
熱源機器の改修など、エネルギー使用の効率改善に資する多くの施策を実現
してきました。

UT Sustainabilityは学生の視点からサステイナブル・キャンパスの実現を
考える大学公式の団体です。TSCPの一環で設立され、学部生・大学院生10
名程で活動しています。2015年発足の新しい団体ですが、これまで実験設備
の使用法改善やエネルギー消費について学生の関心度の向
上を目指す取り組みを行ってきました。現在、対象範囲はエネルギー分野に
限らず、SDGsをテーマとした活動も進めています。
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対象：東京大学の学生(学部生・修士課程学生・博士課程学生)
期間：12月11日(月)～1月21日(日)
方法：東大生を対象にSNSを通じて拡散

質問概要
基礎回答者情報

①所属学部
②学年
③出身地

SDGsの認知
④SDGsを知っていますか？
⑤どこでSDGsを知りましたか？(複数回答)

SDGsの意識
(17個の目標のうち・複数回答)
⑥興味関心のある目標はどれですか？
⑦重要だと思う目標はどれですか？

SDGsの達成に向けて
(17個の目標のうち・複数回答)

⑧あなたが現在、達成に貢献する活動をし
ている目標はどれですか？

⑨あなたが将来、達成に貢献する活動をし
ようと思う目標はどれですか？

⑩東京大学の運営においてその達成に貢献
すべき目標はどれですか？

認証制度の認知度調査
⑪以下の認証制度で知っているものを選ん
でください(複数回答可)
FSC認証、MSC認証、ASC認証、
レインフォレスト・アライアンス認証
国際フェアトレード認証、RSPO認証

アンケート概要
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・120人のサンプルを採集することができた
・サンプルは理系・学部生に偏りがちである
ことを否めない。特に農学部が多いことは解析
結果に影響を与える大きなバイアスになってし
まっている可能性がある。
・東大生の平均を調査できたアンケートとは
言い難いが、このような層から得たサンプル
であることを念頭に置き、今後の解析を見る
必要がある。

アンケート結果
農学部

農学生命科学研究科

工学部
工学系研究科

理学部
理学系研究科

情報理工学系研究科薬学部薬学系研究科医学部
法学部

経済学部

経済学研究科

文学部
教育学部

公共政策大学院

教養学部（前期）

教養学部（後期）新領域創成科学研究科
アンケート調査サンプル相

・東大生におけるSDGsの認識の「現状」を調査することで、東大生のサステナビリティの意識が低
いのか？どのように低いのかという「問題」を明らかにし、正しく認識するため。
・アンケート結果を、今後サステナビリティの意識を学生へと浸透させていく「有効な方法」を考
えるヒントとして用いるため。

アンケート目的

N=120
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アンケート結果①SDGsの認知度

全体では58%の学生
が知っていると回答。

多くの学生(約7割)が

大学の授業で知ったと回答。
新聞で知った人も3割いて、その影響力も確認できる。

59, 49%

11, 9%

50, 42%

聞いたことがあり、よく知っている

聞いたことはあるが、意味は知らない

聞いたことがないし、意味も知らない。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学の授業

本

新聞

テレビ

SNS

知人

高校の授業

就職活動

投票数/SDGs認知人数

SDGsの認知度 SDGsをどこで知ったか
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アンケート結果①SDGsの認知度

サンプルには残念ながら学部のば
らつきがある。
しかし、学部間で認知度に差があ
りそうなことは分かる。
授業で知った学生が多いこ
とを考慮すると、SDGsを
取り扱う授業が出会ってい
るかどうかで差が生じている
と言えるかもしれない。

0 5 10 15 20 25 30 35

医学部
教育学部

教養学部（後期）
教養学部（前期）

経済学部
経済学研究科

公共政策大学院

工学系研究科

工学部
情報理工学系研究科
新領域創成科学研究科

農学生命科学研究科

農学部
文学部
薬学部

理学系研究科

理学部
法学部

SDGs認知人数

聞いたことがあり、よく知っている

聞いたことはあるが、意味は知らない

聞いたことがないし、意味も知らない。

学部別SDGs認知度
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アンケート結果②関心のあるSDGs

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1貧困
2飢餓
3健康
4教育

5ジェンダー
6水・衛生

7エネルギー
8経済成⾧と雇用

9インフラ・産業化
10不平等

11持続可能な都市
12持続可能な生産と消費

13気候変動
14海洋資源・海の生物多様性

15陸上資源・陸上の生物多様性
16平和

17解決手段としてのパートナーシップ

投票率
興味関心のある目標

⑪持続可能な都市、⑫持続可能な生産と消費、⑮陸上資源・陸上の生物多様性、⑦エネルギーな
どが関心を集めている。比較的身近であり近年ホットな分野に興味関心が集まっている印象。
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アンケート結果③重要と認識されているSDGs

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1貧困
2飢餓
3健康
4教育

5ジェンダー
6水・衛生

7エネルギー
8経済成⾧と雇用

9インフラ・産業化
10不平等

11持続可能な都市
12持続可能な生産と消費

13気候変動
14海洋資源・海の生物多様性

15陸上資源・陸上の生物多様性
16平和

17解決手段としてのパートナーシップ

投票率
重要度を認識している目標・投票率

①貧困、②飢餓、⑬気候変動、⑥水・衛生、⑫持続可能な生産と消費、⑯平和などが重要だと認識さ
れ、興味関心とは異なる結果となった。
→貧困・飢餓などの課題に関しては、興味関心は高くはないが重要と認識されているのは興味深い
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アンケート結果②・③興味関心と重要度認識の考察

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1貧困
2飢餓
3健康
4教育

5ジェンダー
6水・衛生

7エネルギー
8経済成⾧と雇用

9インフラ・産業化
10不平等

11持続可能な都市
12持続可能な生産と消費

13気候変動
14海洋資源・海の生物多様性

15陸上資源・陸上の生物多様性
16平和

17解決手段としてのパートナーシップ

投票率
重要度認識と興味関心

重要度認識 興味関心

興味関心と重要度認識をともに見てみると、その間にはギャップがあることが分かった。→投票率
を基準化した値を用いて二軸の散布図にして考えてみる。 9

興味関心

重
要
度
認
識

アンケート結果②・③興味関心と重要度認識の考察

興味関心

重
要
度
認
識

④教育
⑦エネルギー
⑫持続可能な

生産と消費
⑬気候変動

⑪持続可能な都市
⑭海洋資源

海の生物多様性
⑮陸上資源

陸の生物多様性

①貧困
②飢餓
③健康
⑥水・衛生
⑯平和

⑤ジェンダー
⑧経済成⾧と雇用
⑨インフラと産業化
⑩不平等
⑰解決手段としての

パートナーシップ

高

低

高低

(a)
(b)

(c)

(d)

a)興味関心が高く、重要度認識も高い目標群
【特徴】その問題自体がよく知られていて、その深刻さが身近に感じられやすく、
さらにその問題に貢献できる解決行動も身近で想像しやすい目標群だと思われる。
【指針】よく理解されているため、その目標に対する解決行動は周知されれば広ま
る見込みが高い。
b)興味関心は高いが、重要度認識が低い目標群
【特徴】工学部や農学部における研究対象となる目標が多いように見受けられ、学
習対象であるため興味関心が高い目標が多いと思われる。
【指針】重要度認識はその目標に対する解決行動を引き起こす要因の一つと考えら
れるため、重要度認識が低いのは問題である。興味関心は高いため解決行動が行わ
れるポテンシャルはある。より重要度認識が高い目標との関連性などを紹介するこ
とで広めることができるだろう。
c)興味関心は低いが重要度認識は高い目標群
【特徴】途上国の問題と認識されていることが多い目標群と思われる。
【指針】途上国の問題は重要と認識されているものの、日本または自分とそれらの
課題における関連性を見出しにくいため、興味関心は低いのだと考えられる。その
関連性やあまり知られていない日本における貧困や飢餓の課題などを周知していく
ことで、自分事化させる必要がある。
d)興味関心が低く、重要度認識も低い目標群
【特徴】課題そのものがあまり認識されていない目標群と思われる。
【指針】これらの課題を知ってもらう活動から行う必要がある。

ここでは、前のスライドの
二軸の散布図を参考に、重
要度認識と興味関心が各目
標の平均投票率を基準に考
えて、上のa~dに分類し
た。
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アンケート結果④現在、達成に貢献しているSDGs

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1貧困
2飢餓
3健康
4教育

5ジェンダー
6水・衛生

7エネルギー
8経済成⾧と雇用

9インフラ・産業化
10不平等

11持続可能な都市
12持続可能な生産と消費

13気候変動
14海洋資源・海の生物多様性

15陸上資源・陸上の生物多様性
16平和

17解決手段としてのパートナーシップ

投票率

現在その達成に貢献している目標・投票率

全体的に投票率は少なかった。その中では、⑫持続可能な生産と消費、⑮陸上資源・陸上の生物多
様性、⑬気候変動などで現在貢献していると回答した人が多かった。
これらの目標は特に身近に達成に貢献しやすいと認識され、行動していることが分かった。 11

アンケート結果④将来、達成に貢献したいSDGs

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1貧困
2飢餓
3健康
4教育

5ジェンダー
6水・衛生

7エネルギー
8経済成⾧と雇用

9インフラ・産業化
10不平等

11持続可能な都市
12持続可能な生産と消費

13気候変動
14海洋資源・海の生物多様性

15陸上資源・陸上の生物多様性
16平和

17解決手段としてのパートナーシップ

投票率

将来その達成に貢献したい目標・投票率

⑫持続可能な生産と消費、⑪持続可能な都市、④教育、⑦エネルギー、⑬気候変動、⑯平和などで将
来貢献したいと回答した人が多かった。特に⑫持続可能な生産と消費は高い。比較的容易に達成に貢
献できると考えられているのだろう。
→これらの目標の達成に貢献する行動から紹介していくことが効果的なのではないかと考えられた。12
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アンケート結果④東京大学の運営で貢献すべきSDGs

④教育が圧倒的で、他には⑫持続可能な消費と生産、⑬気候変動、⑦エネルギー、⑤ジェンダーなどで東大は貢献すべきと
回答した人が多かった。
→サステナブル教育活動や途上国や十分に教育が受けられない人々への教育支援、大学の持続可能な調達、キャンパスにお
ける省エネ、女子学生への待遇などが求められていると考えられる。今後、東大の運営側はこれらの目標をもとに大学を改
革していく必要があり、学生側もこれらの目標をもとにUT Sustainabilityが活動方針を立てたり、これらの目標に関わる他
の学生団体がより活性化したりする必要があるだろう。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1貧困
2飢餓
3健康
4教育

5ジェンダー
6水・衛生

7エネルギー
8経済成⾧と雇用

9インフラ・産業化
10不平等

11持続可能な都市
12持続可能な生産と消費

13気候変動
14海洋資源・海の生物多様性

15陸上資源・陸上の生物多様性
16平和

17解決手段としてのパートナーシップ

投票率
東京大学運営で達成に貢献すべき目標・投票率

13

アンケート結果⑤認証制度の認知度

・認証の認知度は、国際フェアトレード認証が高く50％を超えた。次いでFSC認証は40％程度、
レインフォレスト・アライアンス認証は30％程度だった。ASC、MSC、RSPO認証に関しては
10％程度にとどまった。
→市場にどれだけ出回っているかを反映しているような結果になった。今後学内で広めるにあた
り、学生の目に触れるようにする（学内の店で認証商品を多く取り扱う）ことが重要と考えられ
た

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

FSC認証

MSC認証

ASC認証

国際フェアトレード認証

レインフォレスト・アライアンス認証

RSPO認証

SDGs

認知度

認証制度の認知度
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この後は、⑫持続可能な生産と消費、⑭⑮生物多様性、⑦⑬省エネルギーというUT Sustainability
が今後関わっていく可能性の高い３分野に絞り、詳しい解析を行う。

学部別で比較する際は、サンプル数の多い農学部と工学部のデータを比較した。さらに、農学部は
専攻により⑫⑭⑮などの目標においてはもともと意識が高いため、農学部以外というデータも用い
て比較した。ここではサンプル数を稼ぐため、大学院と学部を足したデータを用いており、つまり
「農学部」は農学部＋農学生命科学研究科、「工学部」は工学部＋工学研究科になっている。

アンケート結果解析plusα
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アンケート結果解析plusα① 持続可能な生産と消費

-1
-0.5

0
0.5

1
1.5

2
2.5

興味関心

重要度認知

現在行動

将来行動

12持続可能な生産と消費

全体で見ると、「持続可能な生産と消費」は
どの項目でも意識は高い。その中では重要認
知は低いものの、現在行動と将来行動がとて
も高い。よりその重要度を認識してもらえれ
ば、将来の解決行動を現実に引き起こすこと
ができるのではないかと考えられる。

(注)数値は投票率を各目標間で基準化したもの
基準化とは平均0、標準偏差1のデータに変換する作業 16

では、この目標に対しての学生の意識をより
詳しく見るため、「興味関心」「重要度認
識」「現在行動」「将来行動」における課題
⑫への投票率、認証制度の認知度を学部別・
生活形態別に分けて比較する。→
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アンケート結果解析plusα① 持続可能な生産と消費

・学部間の違いを比べると、興味関心でも重要度認識でも、やはり農学部が農学部以外よりも高く、工学部は低くなっていることが分かる。
・生活形態間の違いを比べてみる。興味関心においては、生活形態間で明瞭な差はなかった。重要度認識においては、農学部ではあまり差が
なく生活形態によらずかった一方、農学部以外、工学部では一人暮らしの方が実家暮らしよりも明瞭に高いことが分かった。も
ともとこの課題に興味がある農学部学生を除いて考えると、一人暮らし学生は日々の購買行動や消費・廃棄を通して消費の
抱える環境負荷などの課題の重要度を感じていると考えられる。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

農学部・研究科以外

工学部・研究科

農学部・研究科

興味関心・学部別

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実家暮らし
一人暮らし

農学部以外実家暮らし
農学部以外一人暮らし

工学部・研究科実家暮らし
工学部・研究科一人暮らし
農学部・研究科実家暮らし
農学部・研究科一人暮らし

興味関心・生活形態別

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

農学部・研究科以外

工学部・研究科

農学部・研究科

重要度認識・学部別

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実家暮らし
一人暮らし

農学部以外実家暮らし
農学部以外一人暮らし

工学部・研究科実家暮らし
工学部・研究科一人暮らし
農学部・研究科実家暮らし
農学部・研究科一人暮らし

重要度認識・生活形態別

（注）今回は雑なのを承知の上で、出身地が東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県・茨城県
の学生を実家暮らし学生、そのほかの出身の方を一人暮らしと考えています。

17

アンケート結果plusα① 持続可能な生産と消費

・学部別で比較すると、現在行動では農学部と農学部以外の学部とほぼ等しかった。農学部ではこのテーマについて興味関心も重要度認識も他
学部より高かったものの、現在行動においてはあまり差がなく、興味や重要度認識はあるが行動には至っていないことが分かる。しかし将来行
動ではやはり他学部よりも高く、将来行動したいという意識はあることが分かる。→何が現在行動を止めているのか、どうすれば行動が起こし
やすくなるかを考える必要がある。
・生活形態間では、現在行動においては農学部・工学部は実家暮らしの方が高く、農学部以外学部では一人暮らしの方が高かった。将来行動で
は、農学部では一人暮らしの方が高く、農学部以外ではあまり明瞭な差が出なかった。農学部の一人暮らしにおいて現在行動は高くないものの
将来行動はとても高いことは興味深かった。興味関心も重要度認識も備わっていて将来行動意識も高い農学部一人暮らし学生をどのようにして
現在行動を起こさせるかを考える必要がある。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

農学部・研究科以外

工学部・研究科

農学部・研究科

現在行動・学部別

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実家暮らし
一人暮らし

農学部以外実家暮らし
農学部以外一人暮らし

工学部・研究科実家暮らし
工学部・研究科一人暮らし
農学部・研究科実家暮らし
農学部・研究科一人暮らし

現在行動・生活形態別

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

農学部・研究科以外

工学部・研究科

農学部・研究科

将来行動・学部別

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実家暮らし
一人暮らし

農学部以外実家暮らし
農学部以外一人暮らし

工学部・研究科実家暮らし
工学部・研究科一人暮らし
農学部・研究科実家暮らし
農学部・研究科一人暮らし

将来行動・生活形態別
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アンケート結果plusα① 持続可能な生産と消費
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農学部・研究科以外

工学部・研究科

農学部・研究科

学部別・認証制度とSDGsの認知度

FSC認証 MSC認証 ASC認証 国際フェアトレード認証 レインフォレスト・アライアンス認証 RSPO認証 SDGs

・農学部はやはり専門であるため、特にFSC認証・MSC認証・ASC認証・レインフォレスト・アライアンス認証
に関しては農学部以外よりも認知度が高い。
・授業で取り扱うことのないであろう工学部や農学部以外でもFSCの認知度が4割もあるのは非常に興味深い結
果となっている。
・国際フェアトレード認証は専攻に関わらず認知されていることが分かる。
・RSPO認証は農学部でも2割に満たない認知度であることもわかる。

19

アンケート結果plusα① 持続可能な生産と消費

生活形態間で認証認知度を比べると、農学部では、認証制度の認知が授業によるところが大きいの
で、実家暮らし学生と一人暮らし学生であまり違いがなく、むしろ実家暮らし学生の方が高い。
工学部、農学部以外で見ると、一人暮らし学生の方が実家暮らし学生よりも認証制度の認知度が高
い。授業で認証制度を知る学科でない場合、一人暮らし学生の方が購買行動に深くかかわるため、
認証制度の認知度が高いことが示唆された。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

FSC認証

MSC認証

ASC認証

国際フェアトレード認証

レインフォレスト・…

RSPO認証

SDGs

農学部・研究科における

生活形態と認証制度の認知度

農学部・研究科実家暮らし

農学部・研究科一人暮らし

0% 20% 40% 60% 80% 100%

FSC認証

MSC認証

ASC認証

国際フェアトレード認証

レインフォレスト・ア…

RSPO認証

SDGs

工学研究科における

生活形態と認証制度の認知度

工学部・研究科実家暮らし

工学部・研究科一人暮らし

0% 20% 40% 60% 80% 100%

FSC認証

MSC認証

ASC認証

国際フェアトレード認証

レインフォレスト・ア…

RSPO認証

SDGs

農学部・研究科以外における生活

形態と認証制度の認知度

農学部以外実家暮らし

農学部以外一人暮らし
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アンケート結果plusα② 生物多様性

-1
-0.5

0
0.5

1
1.5

2
2.5
興味関心

重要度認知

現在行動

将来行動

生物資源・生物多様性

14海洋資源・海の生物多様性 15陸上資源・陸上の生物多様性
全体で見ると、どの項目でも意識が高いと
は言えない。その中でも、興味関心や行動
と比べると重要度認知がとても低くなって
おり、その重要性をよりアピールすること
が重要だろう。また、海洋に関しては陸上
よりも全体的に意識が低いことが分かり、
これも課題の一つである。海洋の課題との
かかわりをより感じてもらえるような取り
組みが必要だ。

21

では、この目標に対しての学生の意識をより
詳しく見るため、「興味関心」「重要度認
識」「現在行動」「将来行動」における課題
⑭・⑮への投票率を学部別に分けて比較す
る。→

アンケート結果plusα② 生物多様性

学部別に比較すると、興味関心でも重要度認識でも農学部は農学部以外の学部よりも高く工学部で低
いことが分かり、専攻による偏りを確認することができる。海洋の重要度認識に関しては、農学部に
おいても農学部以外とあまり差がなく、低い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

14海洋資源・海の生物多様性

15陸上資源・陸上の生物多様性

興味関心としての生物多様性

投票率(学部間)

農学部・研究科 工学部・研究科 農学部・研究科以外 合計

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

14海洋資源・海の生物多様性

15陸上資源・陸上の生物多様性

重要度認識度としての生物多様性

投票率(学部間)

農学部・研究科 工学部・研究科 農学部・研究科以外 合計
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アンケート結果plusα② 生物多様性

・学部別で比較すると、現在行動でも、陸上の生物多様性に関しては農学部は農学部以外の学部より
も高いことが分かる。これは研究という行動と思い票を入れた人もいると考えられる。しかし海洋に
関しては全体的に低く、農学部はなんと平均水準以下となった。
・将来行動でも、やはり農学部は農学部以外の学部よりも高かった。農学部の海洋への意識は、現在
行動では低いものの将来行動は高く、彼らをターゲットに海洋の課題の解決貢献行動を紹介・周知す
るのは効果的だと考えられた。

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

14海洋資源・海の生物多様性

15陸上資源・陸上の生物多様性

現在行動としての生物多様性

投票率(学部間)

農学部・研究科 工学部・研究科 農学部・研究科以外 合計

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

14海洋資源・海の生物多様性

15陸上資源・陸上の生物多様性

将来行動としての生物多様性

投票率(学部間)

農学部・研究科 工学部・研究科 農学部・研究科以外 合計
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アンケート結果plusα③ 省エネルギー

エネルギーや気候変動に関してはどの意識に
おいてもバランスよく高いことが分かる。そ
の中では将来行動が少し低い印象もあるが、
全体的に意識が高いため、啓蒙活動をするこ
とで省エネ行動が広まる潜在能力はあると思
われる。

-1
-0.5
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1
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2
2.5
興味関心

重要度認知

現在行動

将来行動

省エネルギー
7エネルギー 13気候変動
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では、この目標に対しての学生の意識をより
詳しく見るため、「興味関心」「重要度認
識」「現在行動」「将来行動」における課題
⑦・⑬への投票率、認証制度の認知度を学部
別に分けて比較する。→
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アンケート結果plusα③ 省エネルギー

・興味関心では、エネルギーはやはり工学部が高かった。気候変動は工学部も農学部もどれも高く、
複合的な問題であるため専攻に限らず興味関心を持たれていることがよくわかった。
・重要度認識度ではエネルギーも気候変動も全体的に高かった。専攻を超えて重要度が認識されてい
ることがよくわかる。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

7エネルギー

13気候変動

興味関心としての省エネルギー

投票(学部間)

農学部・研究科 工学部・研究科 農学部・研究科以外 合計
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

7エネルギー

13気候変動

重要度認識度としての省エネルギー

投票(学部間)

農学部・研究科 工学部・研究科 農学部・研究科以外 合計
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アンケート結果plusα③ 省エネルギー

・現在行動では、エネルギーに関しては工学部がやはり高い。気候変動に関しては工学部は低かっ
た。
・将来行動では全体的に高く、この分野には専攻に関係なく意識を向けている人が多いと考えられ
た。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

7エネルギー

13気候変動

現在行動としての省エネルギー

農学部・研究科 工学部・研究科 農学部・研究科以外 合計

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

7エネルギー

13気候変動

将来行動としての省エネルギー

農学部・研究科 工学部・研究科 農学部・研究科以外 合計
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まとめ：アンケートで分かった課題とその解決法
①専攻によるSDGs認識率の違い→全学的なサステナビリティ理解の必要性
【課題】東大生におけるSDGsの認識率は6割と比較的高めだった。しかし、専攻によってSDGsの認識率が大きく異なってい
ることが分かった。その原因として、認識している人の7割が授業で聞いたと答えていることから、授業でSDGsを取り扱わな
い専攻では認識率が低いと考えられた。SDGsはこれからの世界共通ルールであり、サステナビリティの概念は分野横断的であ
るため、専攻に関わらず知っていてほしい内容である。この専攻によるSDGs認識率の偏りは課題である。
【解決方法】授業でSDGsを扱わないような専攻の学生にSDGsを知ってもらい、専攻による認識率の偏りを是正してもらうに
は、授業以外の知ってもらうツールが必要がある。全学生にSDGsの説明冊子の配布や基礎科目としてのサステナビリティ学の
授業作成、ワークショップやセミナーの開催などの方法が考えられた。

②17個の目標における興味関心・重要度認識の違い
→17個全ての目標において興味関心・重要度認識を持ってもらう必要性

【課題】興味関心・重要度認識は17個の目標間の中で大きな違いがあった。その違いは、自分の専攻内容との関連性、その課
題が身近に感じられているかどうか、認識されているかどうかなどによって生じていると考えられた。17個の目標は全て重要
であるということで設定されているものであり、17個の目標は相互に依存しているため、どれ一つとして欠けてはならない目
標である。そのため、17個の目標の中で、興味関心が低かったりあまり重要と認識されていない目標があるのは課題である。
【解決方法】興味関心と重要度認識の二軸でもって17個の目標を4つに分類できることが分かった。その分類ごとに興味関心
と重要度認識の改善方法を考えるのは有効だと考えられた。例えば、「興味関心がないが重要度認識が高い課題」に関しては
その課題を身近に感じられるようにして興味を持ってもらえるようにする、「興味関心は高いが重要度認識が低い課題」に関
してはその他の重要度認識の高い課題との関連性を感じられるようにするなどが考えられた。このように、特定のある目標に
ついて活動する場合、その目標が興味関心と重要度認識で考えるとどの分類群に属しているのかを理解することは、活動のヒ
ントとなり得る。
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まとめ：アンケートで分かった課題とその解決法
③現在、SDGsの目標の達成に貢献する行動をしている人は少ない

→より個人に「行動」を起こさせる必要性
【課題】SDGsの目標の達成に貢献する現在行動をしている人は少なかった。確かに目標によっては個人の貢献行動をしにく
いものもあるが⑫持続可能な生産と消費や⑦エネルギーなどは身近に行動しやすい課題だと思うので、もう少し行動を起こし
ている人を増やす必要がある。
【解決のヒント】将来行動をしようと思う目標では、⑫持続可能な生産と消費や⑦エネルギー⑬気候変動などが相対的に高
かった。SDGsの目標達成に貢献する行動を啓蒙したい場合、まずは、学生の将来行動の意識が高いこれらの目標に対しての
貢献行動を啓蒙することが効果的で先決なのではないかと考えられた。

④「持続可能な生産と消費」に関して
【課題】身近に貢献しやすいと思われる課題であるため、現在行動・将来行動ともに意識は比較的高いが、より高める必要が
ある。また、重要度認識が低いため、それを向上させる必要がある。
【解決方法】持続可能な生産と消費というテーマは貧困や飢餓、平和などの重要度認識が高い目標とも密接に関わりがあるた
め、それらを強調することで重要度認識を上げるのが良いだろう。また、興味関心で学部間に差が出てしまっているが、同様
にこのテーマが分野横断的であることを強調することで差は縮まるだろう。さらに興味深いことに、生活形態(でも差が見ら
れ、一人暮らし学生は実家暮らし学生よりも重要度認識と認証認知度が高かった。既に認証をある程度知っている一人暮らし
学生をターゲットに啓蒙するのが効果的と考えられた。また、日々の購買行動や廃棄行動が重要度認識に関わることから、購
買体験や消費体験を交えた啓蒙イベントが効果的かもしれない。また、認証制度の認知度の調査では、その認証の流通量に依
存しているような傾向があったため、よりキャンパス内の購買などで学生の目に入れることが大事である。

28
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まとめ：アンケートで分かった課題とその解決法
⑤「海洋と陸上の資源・生物多様性」に関して
【課題】興味関心は高いが重要度認識・行動など全体的に意識が低い。
【解決方法】人間と生物多様性の関係性を周知させ、人間が生きていくうえで生物多様性はいかに大切かを伝える必要ことで
重要度認識を上げる必要がある。また、興味関心は高いのでキャンパス内などにも豊かな生物多様性にも目を向けてくれる可
能性は高い。そういった身近な生物多様性に対して保全活動イベントや自然観察会などを実施すると重要度認識や行動の意識
も変わるかもしれない。

⑥「省エネルギー」に関して
【課題】省エネルギー関しては⑬気候変動⑦エネルギーなどが関連するが、これらに対する意識は軒並み高かった。しかしし
いて言えば、軒並み高い割には将来行動がとても高くはなかったことが課題と言える。それは、興味関心もあるし重要と認識
もしているが、「何をしたらいいかわからない」状況である可能性がある。
【解決方法】意識は高いので省エネ行動が広まる潜在的可能性は高い。ただの「我慢」ではない貢献行動に関する啓蒙活動を
続けることが重要だ。

⑦東大のサステナブルキャンパス運営に関して
【活動のヒント】東大の運営において考慮すべきSDGsの目標としては④教育⑤ジェンダー⑫持続可能な生産と消費⑬気候変
動⑦エネルギーなどが高かった。⑬⑦が挙げられたことから、学生からもキャンパスの省エネの必要性の意識があることが分
かった。今後も引き続きTSCP学生委員会・TSCP室としてキャンパスのエネルギー削減に取り組んでいく必要がある。ま
た、④が挙げられたが、東京大学は教育機関としてサステナビリティをより学生に教育することが求められていると考えら
れ、それは、授業だけではなくシンポジウムの開催やパンフレットの作成・配布なども重要だと考えられた。⑫が挙げられた
が、大学内の購買などで環境に配慮した商品を取り扱うことや大学の備品においてグリーン調達を心がけることが求められる
だろう。⑤も高く、近年盛んに議論されている大学におけるジェンダーの課題についても大学運営は取り組んでいく必要があ
る。
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今後の可能性
①より大規模で詳細な東大生対象アンケートの実施
今回はサンプル数も少なかった。また、質問項目もJXTGホールディングスが行ったSDGs意識調査を参考に
作ったものだった。来年度は、よりサンプルを多く集める方法を用いて、より目的意識を持った質問項目を用
意したアンケート調査を行いたいと考えている。

②学外団体とも協力してアンケート調査の実施
現在、様々な団体がSDGsの認知度や環境への意識を高めるための活動をしている。しかしその活動の前提とし
て、実際SDGsの認知度や環境への意識が現在どれほどのものなのかを知る必要があるはずである。しかし調査
された例は意外と少ない。また、SDGsの認知度調査では企業対象のものが多く、学生もしくは一般人対象のも
のは驚くほど少ない。もちろん企業による認知も大切だが、将来社会に出ていく学生や消費という形で企業の
選択に関わる一般人もサステナブルな社会を作っていく原動力となる。そのため、彼ら対象のSDGs意識調査は
とても意味のあるものであり、より様々な場所で今回のような調査が行われるべきである。そこで、他大学の
環境団体とも協力することで、様々な大学で同じフォーマットでアンケート調査を展開できれば、有用な結果
が得られるだろうと考えている。

まずは我々UT Sustainabilityがこのような調査を行ったことを各所で公表している段階である。今回は一回目
の実験的な調査と解析だと捉えて、他団体とのコラボレーションなどを通じて次のステップへと進もうと考え
ている。
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UT Sustainability(TSCP学生委員会)
Facebook: TSCP学生委員会
E-mail: ut.sustainability.tscp@gmail.com
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